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平成 29 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異 

及び営業外費用（為替差損）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28年５月 13日に公表いたしました平成 29年３月期第２四半期連結累計期間の 

業績予想と本日公表の実績において差異が生じましたので、お知らせいたします。 

また、平成 29年３月期第２四半期累計期間（平成 28年４月１日～平成 28年９月 30日）に 

おいて、営業外費用（為替差損）を計上しましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

１．平成 29年３月期第２四半期（累計）業績予想と実績の差異 

（平成 28年４月１日～平成 28年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想 （Ａ） 
百万円 

29,200 

百万円 

380 

百万円 

320 

百万円 

200 

円 銭 

20.24 

実 績 値 （Ｂ） 28,937 688 61 △92 △9.38 

増  減  額 （B－A） △262 308 △258 △292  

増  減  率 （％） △0.9 81.3 △80.8 ――  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成28年３月期第２四半期） 
32,043 890 944 510 51.70 

 

２．差異の理由 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、ヒューマンソリューション事業（ＨＳ事業）

における採用力の強化や定着率の向上、顧客との関係強化、製造請負における管理体制強化に

よる生産効率改善効果等に加え、エレクトロニクスマニュファクチャリングサービス事業（Ｅ

ＭＳ事業）における構造改革、パワーサプライ事業（ＰＳ事業）においてコスト改善を図った

こともあり、営業利益において予想を大幅に上回りました（通期予想に対する進捗率 69％）。 

 

 



 

 

  

 

 

一方、経常利益につきましては、営業外費用において為替差損 603百万円を計上したことに

より予想を下回り、四半期純利益につきましてもこの影響等により予想を下回りました。 

なお、通期（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日）業績につきましては、事業環境は概

ね順調に推移するものと見ております。ただし、為替相場変動の影響等による不確定要素がある

ため、現段階では、平成 28年５月 13日に公表いたしました通期連結業績予想を変更しておりま

せん。今後の業績動向を踏まえ、業績予想を見直す必要が生じた場合は速やかに開示いたします。 

 

３．営業外費用（為替差損）の計上 

平成 29年３月期第２四半期累計期間（平成 28年 4月 1日～平成 28年 9月 30日）において、 

主に海外子会社への貸付金に対する平成 29年３月期第２四半期末時点の為替相場による評価 

替え及び海外子会社間の取引により、為替差損 603百万円を計上いたしました。 

なお、上記は平成 29年３月期第２四半期末時点の為替差損であり、今後の為替相場により 

この額は変動いたします。 

以 上 

 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している 

情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいているものであり、実際の業績等は

今後の様々な要因によって異なる可能性があります。 


